
2019/11
＝令和元年＝

 NO. 614

冬の小樽おすそわけスペシャル
（大多喜高校美術部作品　関連４ページ）
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台風の復旧に向けて

り災証明書・被災証明書

　9月・10月に発生した台風15号・19号は各地に甚大な被害をもたらしました。この台風で被災さ
れた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　本町においても、長期にわたる停電や断水、家屋の損壊や倒木、土砂崩れなどの大きな被害が
発生しました。
　このような中、町を拠点として活動した自衛隊をはじめ、多くの関係機関のご協力をいただくと
ともに、町内外の入浴施設の提供や全国からのご支援をいただきました。心より感謝申し上げます。
　被害にあわれた皆さまが１日も早く元の生活に戻られるよう、関係機関の方々と連携し、復旧に
全力で取り組んでまいります。

●り災証明書
り災証明書とは、台風被害等で住家が全壊、半壊、一部損壊などの区分で被害の程度を証明するものです。

　○用途例⇒被災者生活再建支援法等に基づく支援制度の申請、損害保険の請求など

●被災証明書
　被災証明書とは、台風被害等に遭ったという証明であり、被害の程度は証明しておりません。
　○用途例⇒損害保険の請求、勤務先への提出など

  1　申請書の配布・提出場所
　大多喜町役場　税務住民課　課税係　　　（大多喜町大多喜93）
　老川出張所（基幹集落センター）　　　　（大多喜町大田代1229-1）
　西畑出張所（農村コミュニティセンター）（大多喜町三条440-1）
　※町ホームページからも「り災証明書受付申請書」をダウンロードできます。

  2　受付時間
　平日　8時30分～17時15分

  3　り災証明の対象となるもの
　住家のみ（現に居住のために使用している建物）
　※カーポート、倉庫、納屋、店舗、空き家などは対象とな
りません。（被災証明書の対象となります。）

  4　申請に必要なもの
(1)り災証明書交付申請書（申請者の押印があるもの）
　※被災証明書が必要な方もこの申請書を使用します。
(2)台風被害を受けた全体写真と被害箇所がわかる写真
(3)申請者の本人確認ができるもの（身分証明書、運転免
許証など）
　所有者、納税義務者、同世帯親族以外が申請する場合
は、委任状が必要です。
　※委任状はホームページからダウンロードできます。

  5　り災証明書と被災証明書の交付
　現地確認が必要となる場合がありますので、証明書の即
日発行はできません。
　発行は概ね2週間程度ですが、被害の程度により日数が
かかる場合があります。現地確認が必要な場合は、現地で
の立ち合いをお願いします。

問合せ　税務住民課　課税係　☎82−2122
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被災ごみの受け入れ

停電復旧時のご注意　

停電に伴う災害に対する金融上の措置のご案内

災害に便乗した悪質商法・詐欺・空き巣被害にご注意

　町では、被災ごみの受け入れを行っています。持ち込みの際は分別にご協力をお願いします。また、
ご利用される方は、ごみ処理手数料減免申請書の提出が必要となりますので印鑑をご持参ください。
※ごみ処理手数料減免申請書は環境センターで配布しています。
●受入場所　大多喜町環境センター（大多喜町弥喜用562）
●受入時間　平日　9時～16時30分

問合せ　環境センター　☎83−0331

　停電発生後の電力復旧時に通電火災が発生する可能性があります。
　万が一の停電に備え、ご自宅等から離れるときは、電力復旧時の電気火災を予防するため、分電盤
（ブレーカー）のつまみを「切」にするよう心掛けてください。
　電気の使用を再開する場合は、電気配線や電気製品の安全確認を行い、可能な限り消火器等を準備し
た後、復電の作業をしてください。

　財務省関東財務局から「令和元年台風15号の影響による停電に伴う災害に対する金融上の措置」が各
金融機関に対して要請されました。
　詳しい措置の内容等については、関東財務局サイトをご参照ください。

問合せ　財務省関東財務局千葉財務事務所理財課　　　　　☎043－251－7214
　　　　日本銀行金融機構局総務課信用政策企画グループ　☎03－3277－1289

　台風や大雨など災害時には、それに便乗した様々な悪質商法が多数発生しています。災害に便乗した
商法には十分注意してください。不審な電話や訪問、勧誘など、困ったときや心配なときは、お近くの
消費生活相談窓口（局番なしの「188」（消費者ホットライン））にご相談ください。ご近所やお知り
合い、周囲の方々に伝えるなど、注意喚起にご協力ください。
　また、被災した家屋の修理を業者に依頼するときは、見積書などで工事の内容や金額を確認してから
契約しましょう。また、修理代を先払いさせ、連絡が取れなくなるという詐欺被害なども考えられます
ので、十分にご注意ください。
　家屋の損壊により家に鍵がかからないお宅では、外出の際、貴重品類は常に身に着けておくなど、空
き巣犯罪にも気をつけましょう。

問合せ　消費者トラブルに関すること
　　　　消費者ホットライン　　局番なし　　　　☎188
　　　　千葉県消費者センター　相談専用電話　　☎047−434−0999
　　　　犯罪等の被害に関すること
　　　　千葉県警察本部　相談サポートコーナー　☎043−227−9110又は＃9110
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大多喜高校美術部　全国へ

全国高等学校総合文化祭で文化連盟賞受賞

作家を招いた交流イベント

大多喜とメキシコとの友好記念碑設置

西小とシニアフレンドが交流

パラリンピックスポーツ「ボッチャ」を体験

　7月27日（土）～8月1日（木）、第43回全
国高等学校総合文化祭（2019さが総文）が開
催され、渡邉　笑以さん（大多喜高校3年）が美術工
芸部門で「文化連盟賞」を受賞されました。作品名は「冬の小樽
おすそわけスペシャル」です。
　渡邉さんはこの受賞を受け、11月1日（金）開催の総文連記念式
典にも参加されます。
　
インタビュー
○どのような想いでこの作品を描きましたか。
○冬休みに家族旅行で小樽へ行った際、カニを売っているお店に

入った時に、ふわっと暖かくなりました。極寒の中でよだれが
出そうなほどおいしそうなカニ、観光客達のざわめき、その様
子を伝えたいと思い、この作品を描きました。

　9月27日（金）・28日（土）、いすみ鉄道 南廓踏切付近で大
多喜とメキシコの友好記念碑の最終仕上げ作業と制作者との
交流イベントが行われました。町内の保育園児、小中学生及
び町民合わせて約500人が参加しました。
　この友好記念碑は、メキシコの黒曜石を用いたモニュメン
トで、メキシコ人彫刻家 ホルヘ・イスマエル氏と、在墨日本
人彫刻家 矢作隆一氏が共同制作したものです。

　9月25日（水）・10月9日（水）、西小学校児童が老人クラブ
「シニアフレンド」の方たちとボッチャを楽しみました。「世
代間交流」と「パラリンピックスポーツの体験」を目的とし、
スポーツクラブの4年生から6年生の児童が参加しました。
 「簡単そうに見えて難しい」と、最初は思い通りにいかない
様子でしたが、テクニックを教えてもらい、徐々にコツをつ
かんでいきました。最後には、シニアフレンドの方と一緒に
チームを組んで試合を行い、盛り上がりをみせました。

ボッチャとは
　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそれぞれ6球ずつのボールをいかに近づ
けるかを競うスポーツ。
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　11月9日（土）、「道の駅たけゆらの里おおたき」で「‘19
産業フェアーinおおたき」を開催します。猪汁の販売や、
各種模擬店が出店しますので、皆さまお誘い合わせのう
え、ご来場ください。

日　時　11月9日（土） 9時〜14時

問合せ　大多喜町産業まつり実行委員会（産業振興課内）
　　　　☎82−2176

　9月13日開催の議会定例会9月会議で、任期満了に伴う選挙管理委員と補充員の選挙が行われ、次の
方々が選ばれました。
　また、改選後初めての選挙管理委員会が開催され、委員長に岩瀬貞夫氏、委員長職務代理に渡邉勝氏
が選ばれました。
　任期は、令和元年10月5日から令和5年10月4日までです。

【補充員】　
  ○横山　直示　氏
　（小土呂）
  ○永嶋　典夫　氏
　（粟又）
  ○齋藤　ふく代　氏
　（堀之内）
  ○大谷　節櫻　氏
　（船子）

○日時　11月23日（土・祝日）　10時～15時
◆メイン会場：養老渓谷観光センター

農産物の直売、うどん、ラーメン、筍肉まん・ウリ坊ま
ん、田舎寿司、ハチミツ、いちじくケーキ、椎茸、安納
芋などの販売のほか模擬店多数

◆サブ会場：旧会所分校
手打ちそば、焼いも、農産物の直売、和太鼓の演奏など

◆サブ会場：けよけよ市（上総中野駅前）
農産物直売、太巻き寿司、おでん、焼きそば、ハチミ
ツ、大福、お団子などの販売

◆サブ会場：二十八市（大多喜城下商店街）
たけのころっけ、模擬店、とろろ飯の無料配布（数に制
限があります。）、絵手紙体験、お茶席／着物で街歩き
（着物レンタル＋着付け、参加料500円、11月10日ま
でに事前申込み必要。）

『‘19産業フェアーinおおたき』 11月9日開催　

選挙管理委員会委員及び補充員が選ばれました

養老渓谷紅
こうよう

葉まつり　11月23日開催

委員長
岩瀬　貞夫　氏

（久我原）

委員長職務代理
渡邉　勝　氏

（小内）

委　員
矢代　健雄　氏

（大多喜）

委　員
吉野　康夫　氏

（堀切）

◆紅葉の見どころライトアップ
○日時　

11月23日（土・祝日）～12月8日（日）
17時～21時30分　　

　幻想的な夜の紅葉を演出

問合せ
 （一社）大多喜町観光協会　☎80－1146
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平成30年度  町の決算のお知らせ

 54億 3,445万 9千円
（前年度比2.8％増）

一般会計

（★印は自主財源）

平成30年度一般会計及び特別会計4会計の決算概要をお知らせします。

歳入 51億 4,578万 6千円
（前年度比1.2％増）歳出

11億7,317万8千円（21.6%）

3億9,377万1千円（  7.2%）

16億3,654万5千円（30.1%）

9,140万1千円（  1.7%）

9,806万7千円（  1.8%）

6億4,140万4千円（11.8%）

2億7,894万2千円（  5.2%）

5億5,983万4千円（10.3%）

2億131万6千円（  3.7%）

3億6,000万円（  6.6%）

各種交付金
譲 与 税 等

地方交付税

★ 町　　　税

★

★

★

分担金及び
負　担　金

使用料及び
手　数　料

国県支出金

★ 繰　入　金

★ 繰　越　金

町　　　債

そ　の　他
（寄附金、諸収入、
  財産収入）

7,634万5千円 (  1.5%)

11億168万9千円（21.4%)

12億3,861万1千円（24.1%)

4億5,500万6千円（  8.8%)

2億586万5千円（  4.0%)

1億3,639万1千円（  2.7%)

5億8,788万9千円（11.4%)

3億1,897万1千円（  6.2%)

5億4,698万円（10.6%)

1,832万9千円（  0.4%)

4億5,970万9千円（  8.9%)

総　務　費

民　生　費

議　会　費

衛　生　費

農林水産業費

商　工　費

教　育　費

消　防　費

災害復旧費

公　債　費

このような事業に使われました。歳入の内訳

土　木　費

・障害者福祉事業 2億 5,695 万 3千円
・住宅建設事業 1億 9,158 万 8千円
・ふるさと納税事業 1億 2,859 万 3千円
・町道改良事業 1億 729万 3千円
・公民館管理運営事業 7305万 5千円
・公共交通政策事業 5655万 8千円
・地域公共交通対策事業 5013万 7千円
・観光まちづくり推進事業 4397万 3千円
・有害鳥獣駆除対策事業 4063万円

依存財源
56%

★自主財源
44%
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鉄道経営対策事業基金 国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険
歳　入 18万円 14億3,073万5千円 1億2,562万4千円 11億5,852万5千円
歳　出 18万円 13億2,444万8千円 1億2,535万8千円 11億1,412万円

町の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 15% 20%
連結実質赤字比率 － 20% 30%
実質公債費比率 5.2% 25% 35%
将来負担比率 21.4% 350%

土地 2,339,656㎡
建物 62,443㎡
出資金 5億3,001万4千円
基金 32億1,510万6千円

収　入 1億8,464万2千円
支　出 2億5,672万2千円
差　引 △7,208万円

特別養護老人ホーム事業の数値 基　準
‐%（0%未満） 20%

水道事業の数値 基　準
‐%（0%未満） 20%

収　入 0円
支　出 1,321万円
差　引 △1,321万円

収　入 5億2,562万8千円
支　出 5億1,328万6千円
差　引 1,234万2千円

収　入 3,505万1千円
支　出 1億7,500万9千円
差　引 △1億3,995万8千円

■ 特別会計４会計の決算は次のとおりです。

■ 土地・建物などの財産の状況は次のとおりです。

■ 財政健全化に関する指標

特別養護老人ホーム事業会計決算の認定

経営健全化に関する指標

○収益的収支

○資金不足比率

○資本的収支

○収益的収支

○資金不足比率

○資本的収支

水道事業会計決算の認定

経営健全化に関する指標

平成30年度企業会計決算のお知らせ

土地…学校用地、庁舎用地、各町有施設用地、町有林等	
建物…小中学校、庁舎、町営住宅、各町有施設等	
出資金…南房総広域水道企業団などへの出資	
基金…財政調整基金や各目的基金

上記４指標とも早期健全化基準以下となり、健全段階にあります。

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化
団体となります。

問合せ　財政課　財政係　☎82−2152

※資金不足比率が基準以上の場合、経営健全化
団体となります。

（損益勘定留保資金で補填） （損益勘定留保資金で補填）
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≪対象となる学校と貸与月額≫
○高等学校　　月額15,000円

○中等教育学校
　後期課程　　月額15,000円

○特別支援学校
　高等部　　　月額15,000円

○大学
　国立・公立　月額20,000円
　私立　　　　月額30,000円

○高等専門学校
　1年～3年　 月額15,000円
　4年～5年　 月額20,000円

○専修学校
　高等課程　　月額15,000円
　専門課程　　月額20,000円

　この調査は、我が国のすべての産業
分野における事業所の活動状態等の基
本的構造を全国及び地域別に明らかに
するとともに、事業所・企業を対象と
する各種統計調査の母集団情報を整備
することを目的としています。
　調査は、調査員が全国すべての事業
所の活動状態を実地に確認し、新たに
把握した事業所など一部の事業所には
調査票を配布することにより行います。
　12月から3月にかけて調査員がお伺いしますので、みなさまの調査へのご理解・ご回答をよろしくお
願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総務省統計局・千葉県・大多喜町
問合せ　企画課　企画政策係　☎82−2112  (内線223) 

令和２年度大多喜町奨学金貸与のご案内

「経済センサス－基礎調査」を実施します！

　町では、経済的理由により高等学校や大学などへの修学が困難な方に奨学金の貸与を行います。希望
される方は、教育委員会までお問い合わせください。

問合せ　大多喜町教育委員会　☎82－3010

≪申請資格≫
　次の事項にすべて該当する方
○上記の学校種別に該当する学校に在学または入学

が決まっている者
○町内に住所を有する者または申請者の生計を維持

する者が、町内に住所を有している者
○家族全体の所得額が一定の基準以下である者
≪貸与期間≫
　正規の修学期間が終了する月まで
≪返済方法≫
　卒業後11年以内（無利子）
≪申請期間≫
　令和2年3月2日（月）～3月19日(木)
　※土・日を除きます。
≪予定人員≫
　3人程度
≪選考結果通知時期≫
　令和2年4月上旬　
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狩猟期間が始まります

令和元年度犯罪被害者週間「千葉県民のつどい」

　狩猟期間は、11月15日から2月15日までです。
　狩猟者はマナーを守り、安全な狩猟に努めましょう。野外で活動する場合は、目立つ服装を着用し、
ラジオを携帯するなど、事故防止の対策を行いましょう。
問合せ　県庁自然保護課（又は夷隅地域振興事務所）☎043－223－2972　
　　　　産業振興課　農政係　☎82－2176

　犯罪被害者への理解や支援、その尊厳が守られる社会づくりの推進を目的として「千葉県民のつど
い」を開催します。
日　時　　11月24日（日）13時開演
会　場　　千葉市生涯学習センター（千葉市中央区弁天3－7－7）
参加費　　無料
内　容　　講演（犯罪被害者遺族　加藤裕司氏）音楽会（千葉市立新宿中学校音楽部）
申込方法　要事前申込み（FAX・電話・メール・郵送）
問合せ　 （公社）千葉犯罪被害者支援センター　☎ 043－225－5451　 FAX 043－225－5453

　大多喜～羽田空港・品川間の高速バス（品川線高速バス）について、学生および法人の皆様向けに
行っている運賃、回数券や定期券購入費の補助額を、10月1日から次のとおり変更します。
【学生向け】
◆対象者
　①町内に在住し、通学のために品川線高速バスを利用する学生
　②町内に在住又は町内の学校に通学し、進学または就職のために品川線高速バスを利用する学生
◆補助の内容
　①回数券　割引販売額１冊4,000円（通常価格10,000円－補助額6,000円）
　②定期券補助

【法人向け】
◆対象者　　　年間を通じて120人以上の利用が見込まれる町内および近隣市町村の法人、等
◆補助の内容
　①割引回数券　１冊8,000円（通常価格10,000円－補助額2,000円）
　②運賃補助　　乗車実績に応じて１人当たり片道運賃の２割を補助
　　　　　　　　品川まで　運賃1,900円×補助率0.2＝補助額380円
　　　　　　　　羽田まで　運賃1,750円×補助率0.2＝補助額350円

問合せ　補助の内容、申請方法等、詳しくは下記へお問い合わせください。
　　　　企画課　交通政策係　☎82－2112

大多喜～羽田空港・品川間高速バス　学生・法人向けの運賃等補助額を変更します

区　間 月数 定期券代 補助金額 補助後自己負担額

大多喜～品川
１か月 38,630円 11,000円 27,630円

３か月 110,100円 32,000円 78,100円

大多喜～羽田空港
１か月 35,500円 10,000円 25,500円

３か月 101,180円 29,000円 72,180円
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　特定健診等の健診を下記の日程で行います。
　健診は年1回受診し、自分の健康状態を把握することがとても重要です。今年度まだ健診や人間ドッ
クを受けていない方は、ぜひ受診してください。
　なお、受診を希望する場合は、事前に申し込みをしてください。
＜日　時＞	 11月14日（木）午後1時～午後2時30分
＜場　所＞	 夷隅医師会診療所（いすみ市大原7400番地33）
＜対　象＞	 20～39歳までの方
	 40～74歳の国民健康保険加入者の方
	 75歳以上の方　　　　　　　　　　　※年齢はすべて年度末年齢です。
＜内　容＞ 	 身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、
	 心電図・眼底検査（国の基準より必要だと判断された方）
	 ※尿検査では、「腎臓の機能を詳細に診る検査」や「1日にどのくらい塩分をとって
	 　いるかがわかる検査」など、普段なかなか行わない検査も実施します。
＜健診料金＞	 500円（70歳以上は無料）
＜申込み＞	 11月8日（金）までに下記までお申し込みください。

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263～265）

　町では老川、西畑、総元、大多喜、上瀑地区に建立された戦没者慰霊碑の巡拝を挙行しています。こ
れは年々高齢化するご遺族の皆さまに、遠路ご足労いただくことなく戦没者の追悼と恒久平和を祈念す
るため、大多喜町遺族会のご協力のもと実施しているものです。
　今年度も下記のとおり慰霊巡拝を挙行しますので、戦没者ご遺族の皆さまのご参加をお願いします。
＜開催日＞　11月12日（火曜日）雨天決行
＜日　程＞　老川地区慰霊碑参拝　　―　西畑地区慰霊碑参拝　―　総元地区慰霊碑参拝
	 　　（旧老川小学校校庭下）　　（西小学校校庭脇）　　　（部田徳性寺境内）
	 　　　9:20～9:40　　　　　　　　9:50～10:10　　　　　　10:20～10:40

	 　　大多喜地区慰霊碑参拝　―　上瀑地区慰霊碑参拝
	 　　（夷隅神社境内）　　　　　 （大宮神社下）
	 　　　10:50～11:10　　　　　　  11:20～11:40

※当日は紺系統の平服で、白ワイシャツまたは白い襟付きのシャツ（ブラウス）、男性は黒ネクタイ着
用でご参加ください。

問合せ　健康福祉課　社会福祉係　☎82－2168（内線255）

　町の歯の健康に関する状況として、昨年度策定した健康まちづくりプランのアンケートの結果、「歯
周病と全身の健康の関わり」について「知らない」と回答した方の割合は29.7％でした。そして、歯科
検診や治療を受けていない方の割合は33.2％であり、その理由として「時間がない」「歯の健康に関心
がない」が多い結果でした。
　歯周病は生活習慣病とも言われ、成人の80％以上が罹患していると言われています。一般的には30
歳台半ばから進行し始め、生涯かかわりあう疾患です。最近では歯周病の細菌が全身をめぐってインス
リンの活動に障害を起こし、糖尿病の原因になることなど、全身との関連もわかってきました。
　11月8日は「いい歯の日」です。生涯を通して健やかで豊かな生活を過ごすためには、歯の健康づ
くりが重要です。町では歯の健康づくりの支援として妊婦歯科検診助成事業や2歳児歯科健康診査及び
フッ化物塗布事業、歯周病検診などを行っています。「いい歯の日」をきっかけに、みんなで歯の健康
づくりに取り組んでみましょう。

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線264）

特定健診等実施のお知らせ
～5月の町の健診を受けそびれてしまった方いませんか？～

大多喜町戦没者慰霊巡拝のお知らせ

令和元年度いい歯の日　～歯の健康づくりに取り組もう～

約15,000円相当の
健診内容です
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　子宮頸がんとは、発がん性ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が原因で起こる病気です。
HPV感染症予防ワクチンは、平成25年4月より予防接種法に基づく定期接種となり、2価ワクチ
ン（サーバリックス）と4価ワクチン（ガーダシル）の2種類のワクチンがあります。
　しかし、ワクチン接種後に持続的な痛み等の特異的な副反応が現れる場合があり、平成25年6
月14日付けで厚生労働省から適切な情報提供ができるまでの間、積極的な勧奨を控えるよう勧告
がありました。
　ただし、予防接種自体を中止するものではありませんので、
下記の対象の方で予防接種を希望される場合はワクチンの有効
性と副反応のリスクなどを十分に理解したうえで、予防接種を
受けることは可能です。

○対象年齢
12歳になる年度初日から16歳になる年度末日までの女子
（小学校6年生から高校1年生相当）

○予診票について
予防接種を受けるには、大多喜町が交付する予診票が必要です。現在、積極的な勧奨を差し控
えているため、対象の方への個別通知をしておりません。接種を希望される方には予診票を交
付しますので、健康福祉課までお問い合わせください。

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263～265）

ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症予防接種について

みんなの年金

　控除の対象となるのは、平成31年1月から令和元年12月までに納められた国民年金保険料
の全額です。過去の年度分や追納された保険料も含まれます。
また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
なお、平成31年及び令和元年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受
けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収書など保険料を支払ったことを証明
する書類の添付が必要となります。
　このため、平成31年1月1日から令和元年10月1日までの間に国民年金保険料を納付され
た方には、11月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
送られますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収書を添付してください。
（10月2日から12月31日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、
翌年の2月上旬に送られます。）

問合せ　ねんきん加入者ダイヤル　☎0570−003−004（ナビダイヤル）

納めた国民年金保険料は
　全額が社会保険料控除の対象です
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　大多喜町ブランドメッセージ・ロゴマークが完成しました。このメッ
セージとロゴは町の皆さん、企業、各種団体、学校などで使用いただき、
全体で統一感をもって町が持つ強みや魅力を第三者に伝わる形で普及して
いくことを目指します。
　メッセージ制作は昨年度から住民の方々で意見交換をかさね、慶應義塾
大学飯盛研究室大多喜町元気プロジェクトと連携して進めました。ロゴの
デザインは、企業やテレビ番組など数々のロゴを手がける慶應義塾大学
SFC研究所所員の木口　恒さん（東京都）によるものです。
　今後は使用マニュアルの整備を行い、個人や企業の商品パッケージ、名
刺、ウェブサイト、ＳＮＳへの掲載などさまざまな使い方ができるように
します。ぜひ一緒に大多喜町の魅力アップにご協力ください。

 【喜びの、おひざもと。】
　ブランドメッセージ「喜びの、おひざもと。」は、大多喜町という縁起の良い名
前を冠したこの町で、日々喜びを感じながら生活する願いや姿勢を表現し、「おひ
ざもと」という言葉によって、大多喜城の城下町であることを示しています。
　ロゴマークは、いつも見上げる大多喜城のように、喜びを側にある存在として表
現しています。色は「勝ち色」と呼ばれる濃紺で、縁起の良さを表しています。

問合せ　企画課　企画政策係　☎82−2112（内線223）
▲使用イメージ

ブランドメッセージ＆ロゴマークが決定しました
「 喜びの、おひざもと。」

  「減塩で健康づくり」をテーマに下記の地区集会所にてけんこう講座を実施します。
　皆さまぜひご参加ください。

＜実施日時・会場＞　

※実施時間は１時間30分～２時間程度を予定しています。

＜内　容＞	□保健師と管理栄養士による健康のための減塩のお話
	 □健康運動指導士による楽しい体操
	 □ボランティアによるレクリエーション♪　
	 □みそ汁の塩分測定（塩分測定を希望される方は、みそ汁10ml程度をペットボトル等の
	 　容器に入れて会場に持ってきてください。）
＜持ち物＞	水分補給のための飲みもの（甘くないもの）、タオル、みそ汁（塩分測定を希望する方）

問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82－2168（内線263～265）

「けんこう講座」実施のお知らせ

日にち 開始時間 実施場所 日にち 開始時間 集合場所

11月  7日（木） 13時30分 上原やすらぎの家 11月20日(水) 13時30分 柳原集会所

11月  8日（金）
10時 大田代改善センター 11月22日(金) 10時 田代青年館（上瀑）

13時30分 小沢又青年館 11月26日(火) 13時30分 泉水青年館

11月14日（木） 13時30分 久保青年館  1 月23日(木) 13時30分 板谷青年館
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令和元年度千葉県最低賃金の改正
－効力発生日は令和元年10月1日－

11～12月は「労働保険適用促進強化期間」です

　令和元年10月1日から、千葉県最低賃金が時間額923円に改正されました。
　詳細は、千葉労働局労働基準部賃金室または最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

問合せ　千葉労働局労働基準部賃金室　☎043－221－2328

　労働保険は、労災保険と雇用保険の総称です。農林水産の事業の使用労働者5人未満の個人事
業を除き、労働者を1人でも使用する事業主は、労働保険徴収法により労働保険に加入手続をし
なければならないことになっています。
　労働保険は、働く人が労働災害を被った時、失業した時に所定の保険給付を行う制度です。
パートタイム労働者・派遣労働者についても一定の要件により雇用保険が適用されます。
　未手続事業の事業主は至急、加入手続をしてください。
　詳しくは、千葉労働局労働保険徴収課または、最寄りの労働基準監督署、ハローワーク（公共
職業安定所）にお尋ねください。

問合せ　千葉労働局労働保険徴収課　☎043－221－4317

１．健康保険の二重加入にご注意ください
国民健康保険と社会保険（協会けんぽ、共済組合など）と両方の保険証がある方は、二重加入して
いる可能性があります。
社会保険に加入した方もしくは、家族の社会保険の扶養になった方は、国民健康保険の資格喪失の
届出が必要です。
資格喪失の届出をしないままでいると・・・支払う必要のない国保税が課税され続けてしまいます。

手続きに必要なもの
　●国民健康保険被保険者証
　●新たに加入した社会保険などの保険者証
　●窓口に来る方の印鑑
　●窓口に来る方と届出する方の個人番号のわかるもの

２．家族の社会保険（協会けんぽ、共済組合など）の扶養に入れる場合があります
国保に加入している方の収入が少ない場合、社会保険の被扶養者として認定される場合があります
ので、勤務先の健康保険担当者に確認してください。

３．国民健康保険と社会保険の保険料の算定の違い
国民健康保険税は、扶養する人が一人増えるごとに税額が増えます。
社会保険は、扶養する人が増えても保険料は変更しません。

　　問合せ　税務住民課　保険年金係　☎82－2122（内線250・251）

国民健康保険の適用適正化月間です
必要な手続きをお忘れになっていませんか？
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　防衛省自衛隊では、次のとおり「陸上自衛隊　高等工科学校生徒」及び「陸・海・空自衛官候補生」
を募集します。

　11月9日（土）から11月15日（金）まで「秋の全国火災予防運動」が実施されます。
　火災は、ちょっとした不注意から起こっています。中でも焚き火の拡大や、タバコからの出火事例が
多く発生しています。火の取り扱いには十分注意してください。
　消防本部では、火の用心７つのポイントを作成し、火災予防を呼びかけています。

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部 予防課　☎80－0132

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
　　○　寝たばこは、絶対にやめる。
　　○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
　　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　　○　寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用しましょう。
　　○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置しましょう。
　　○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を作りましょう。

募集種目 応募資格 受付期間 　試験期日（期間）

陸上自衛隊
高等工科

学校

推薦
令和2年4月1日現在、
15歳以上17歳未満の

男子で中学校等
卒業予定者及び卒業者

令和元年11月1日～
令和元年11月29日

令和2年1月5日～6日まで
の間の指定する1日

一般 令和元年11月1日～
令和2年1月6日

1次：令和2年1月18日
2次：令和2年1月31日
　　 ～2月3日までの間
　　 の指定する1日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の者

令和元年11月15日まで

令和元年11月23日
　（下志津駐屯地）
令和元年11月24日
（下志津駐屯地）

令和2年1月6日まで 令和2年1月11日
　（松戸駐屯地）

令和2年1月24日まで 令和2年2月2日
　（木更津駐屯地）

令和2年2月21日まで 令和2年2月29日
　（習志野駐屯地）

※詳しい内容は、下記までお問い合わせください。
問合せ　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）☎0475−25−0452
　　　　自衛官募集相談員　岩佐　秀樹　☎82−4085

自衛官募集

 全国統一防火標語『ひとつずつ  いいね！で確認　火の用心』
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　大多喜高校ソフトテニス部は現在2年生14名、１年生７名の計21名で活動しています。
　生徒たちは、3年生が引退し、新チーム発足の際に決めた、県大会団体戦ベスト16（男子）、新人
戦3回戦進出（女子）を目標に毎日練習に取り組んでいます。
　普段の練習では、男女ともキャプテンが中心となって、自分たちに必要な練習メニューを考え、主体
的に活動しています。また練習環境にも恵まれていて、学校のコート状況が悪い際には、大多喜B＆G
のオムニコートを借りて練習を行っています。
　生徒たちにはソフトテニスを通して、自ら考えて行動する主体性や、物事に全力で取り組む楽しさを
学んでほしいと願っています。今後も日々の練習を大切にし、目標に向けて努力すると共に、人として
成長できる部活動にしていきたいと思います。

　こんにちは。大多喜高等学校英語部です。
　私たち英語部は、現在、1年生１名で活動
しています。今年から三育学大学のアン先
生にお手伝い頂き活動をしています。1学期
は、火曜日だけですがアン先生に来て頂き
ゲーム等をしながら英会話の練習をしまし
た。2学期になり、スピーチコンテスに向け
て日々、練習に励んでいます。
　部員が少ないこともあり、今年度は文化祭
での演劇は上演できませんでしたが、来年度
以降また部員が増えたら上演したいと思っています。
　また、英語のニュースレターの発行も続けて行きたいと思います。
　水曜日には、長生高校から来て頂いているALTのローアン先生のお昼のラジオ放送である“レディオ
大多喜”で、珍しい言い回しを放送しています。
　これからも頑張っていきたいと思います。

いいね！がいっぱい部活動　　大多喜高校34

テ
ニ
ス
部

英
語
部

※大多喜海洋センターB＆Gでの練習風景です
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問
合
せ　

産
業
振
興
課　

農
政
係　

☎
82

−

２
１
７
６

廃棄された農作物 放置された果樹

ヒコバエが生えた田んぼ 収穫せず放置された栗

実は知らない！？
鳥獣被害対策の正しい知識！！

有害獣に

困っている
方

必見！！

～敵を知ることこそが対策の第一歩！～
意外と知らない有害獣の知識  サル被害対策編  パート３第９回

 

☆
無
意
識
の
餌
付
け

　

人
間
に
は
被
害
と
思
わ
な
く
て
も
、動
物

に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
エ
サ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。無
意
識
の
餌

付
け
に
気
づ
く
こ
と
が
被
害
対
策
の
第
一
歩

で
す
。

 

☆
人
が
被
害
と
思
わ
な
い
エ
サ
と
は

　
「
廃
棄
さ
れ
た
農
作
物
」や「
収
穫
後
の
残

渣
」、「
管
理
者
の
い
な
い
放
置
さ
れ
た
果
樹
」

な
ど
は
、数
字
に
は
表
れ
な
い
被
害
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。サ
ル
に
と
っ

て
は
販
売
す
る
農
作
物
も
廃
棄
さ
れ
た
農

作
物
も
同
じ
魅
力
的
な
エ
サ
に
な
り
ま
す
。

集
落
内
に
放
置
さ
れ
た
エ
サ
が
多
く
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
魅
力
的
な
エ
サ
場
に
な
り
ま
す
の

で
、集
落
を
エ
サ
場
に
し
な
い
よ
う
に
見
直

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

☆
エ
サ
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
管
理
す
る

　
「
収
穫
し
な
い
果
樹
」や「
廃
棄
さ
れ
た
農

作
物
」を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
り
、農
地
に
捨

て
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、身
近
に
あ

る
エ
サ
と
な
り
そ
う
な
も
の
は
し
っ
か
り
管

理
し
、サ
ル
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。エ
サ
と
な
り
そ
う
な
も
の
が
減
れ

ば
、サ
ル
が
来
る
頻
度
が
減
る
と
同
時
に
滞

在
時
間
も
短
く
な
る
た
め
、被
害
の
減
少
に

繋
が
り
ま
す
。
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( 保健事業予定表 )11 〜 12 月

健康福祉課　保健予防係
☎ 82-2168(内線263～265)

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談

11/6

☆9：30～11：00 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成30年10月、
平成31年3月、令和元年6月生まれの方には個別
に通知します）

12/4
乳幼児とその保護者（対象月の平成30年11月、
令和元年4月、7月生まれの方には個別に通知しま
す）

1歳6か月児健診
12/5

☆13：00～13：15
保健センター

平成30年4月1日～平成30年5月31日生まれの方

3歳児健診 ☆13：15～13：30 平成28年5月1日～平成28年6月30日生まれの方

おひさまキッズ
11/19

13：30～15：30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
12/17

赤ちゃん計測会 11/28 10：00～11：30 中央公民館 生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者の方
には個別に通知します）

離乳食教室 12/13 10：00～11：30 保健センター 乳幼児とその保護者（対象月の平成31年2月、3月
生まれの方には個別に通知します）

☆子どもの事業☆

問合せ
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談） 毎月第1・第3木曜日 14：00～15：30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談（月曜日～金曜日）
面接相談（毎週水曜日）

 9：00～17：00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日  9：30～10：30 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

おおたき
ウォーク♪

11/29
☆10：00

老川基幹集落
センター

ウォーキングを行いたい方
＊12/20は「1日ウォーク」として、いすみ鉄道
　沿線を歩きます。
　詳細は広報１２月号にてご案内いたします。
※雨天の場合は、室内で体操を行います12/20 いすみ鉄道

☆大人の事業☆

行事名 日時 場　所 対　象　者

からだ
いきいき塾 11/13・27・12/11・25 14：00～15：30

保健センター ※事前に申し込まれている方
大人の
脳トレ教室 11/1・8・15・22・29 13：30～15：30

☆高齢者の事業☆
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子 て 信育 通 №.66

子育て支援センターからのお知らせ

≪11月19日(火)　トットくらぶ≫
・場所・・・みつば保育園・つぐみの森保育園
・時間・・・9時30分～受付 10時～開始
（保育園の同学年のクラスに入ろう）

≪11月12日(火)　出前保育≫
・場所・・・味の研修館
・時間・・・10時～11時

≪11月14日(木)　リトミックで遊ぼう♪≫
・場所・・・みつば保育園
・時間・・・9時30分～受付 10時～開始
※11月12日(火)までに予約してください。

≪11月5日(火)　出前保育≫
・場所・・・上瀑ふれあいセンター
・時間・・・10時～11時

問合せ・予約先
ひだまり(みつば保育園)　　　☎８２－５５３０
あおぞら(つぐみの森保育園)　☎８３－１４１１

楽しいのが1番！！
　みつば保育園3歳児さくら組です！男の子9名、女の子9名の18名が在籍しています。どんな
ことも楽しんだもん勝ち！をモットーに日々過ごしています。
　そんな中、大成功でやり遂げた運動会！そして次の行事はお楽しみ会♪自信を持って発表ができ
るように遊びを通して楽しみながら本番を迎えたいと思います。応援よろしくお願いします！
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おめでとう11月生まれ ●誕生日の思い出に（0〜 3歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡ください。
　☎ 82-2111

關
せき

　琉
りゅうと

士 さん

大多喜小
６年

酒
さか

井
い

　蒼
あおい

 さん

大多喜小
６年

　ぼくの夢は、消防士になることです。命
がけで火を消したり、人の命を助けたりす
ることが、とてもすばらしいなと思ったか
らです。

　私の夢は医療関係の仕事につくことで
す。職業の機械化が進んだ今でも人は健康
に生き続けることはできません。人が人を
支えてあげられるようにしたいです。

喜 さ ん ぽ大 多
～町の文化や自然の豆知識をご紹介します～

江澤　叶
かな

翔
と

 ちゃん
（２歳）

( 善行さん・亜衣里さんの長男 ) 
泉水

（ママからの一言）
食べる事が大好き！ぽっこりお腹にいつも癒されて
います。
お姉ちゃんも大好き！一緒にふざけたり、笑ったり、
怒ったり、これからも姉弟仲良しさんでいてね。

大多喜名所② ―大多喜城跡―

　大多喜城跡は大多喜を代表する観光地と

なっています。これに大河ドラマ誘致運動の

甲斐あって、現在では大多喜といえば本多忠

勝がイメージとして擦り込まれた感がありま

す。しかし、忠勝は何故この大多喜を選んだ

のでしょうか。当時、夷隅郡内にも城はたく

さんありましたし、里見氏への押さえという

ならさらに南へ求めることもあったでしょ

う。当時の一連の動きをみると、どうやらそ

れは里見氏時代（大多喜ではその重臣の正木

氏本流）のいわば城の格付けと無縁ではなさ

そうです。つまり一から始めるより、前代の

遺産を継承するかたちで入城した結果と見て

よいでしょう。戦国末期、東上総の最大勢力

といえばこの正木氏でしたから、それも自然

ではありますが、本来よそ者であった正木氏

にしても何故大多喜へ、という疑問もあって

当然です。この辺を掘り返していくと大多喜

の付加価値が高まりそうですね、では次回。
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町
長
日
誌（
９
月
）

10/1  運賃改定

善意の心を
ありがとうございます

大多喜町ふるさとづくり寄附金（９月分）
申込件数　307件
申込金額　9,901,000円
 ・ なお、ホームページには寄附を公表

してもよいという方の氏名を掲載し
ています。こちらもご覧ください。

善意の心をありがとうございます
匿名　11件　　　　　5,000円

《一般寄附金》
 ・ 千葉夷隅ゴルフクラブ
　チーム対抗戦
　代表　岡本　豊　様

2
日	

敬
老
祝
い
訪
問	

3
日	

議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
１
日
目
）

4
日	

議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
２
日
目
）

6
日	

敬
老
祝
い
訪
問	

7
日	

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

8
日	

台
風
15
号
接
近
に
伴
う
災
害
対
策
本
部

設
置	

10
日	

総
務
文
教
・
福
祉
経
済
合
同
常
任
委
員

会
協
議
会

11
日	

福
祉
経
済
・
総
務
文
教
合
同
常
任
委
員

会
協
議
会

12
日	

県
庁
訪
問

13
日	
議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
最
終
日
）

20
日	
満

100
歳
祝
い
訪
問	

24
日	

千
葉
県
町
村
会
決
算
審
査	

26
日	

千
葉
県
生
涯
大
学
校
学
生
へ
の
講
義

29
日	

第
２
分
団
第
１
部
消
防
車
両
引
渡
式

30
日	

交
通
安
全
祈
願
並
び
に
物
故
者
慰
霊

法
要

（板谷）　　　　　　60,740円
〈東日本大震災義援金〉
コレット商事（有）取締役　岩瀬秀子
お客様215名　様

〈平成28年熊本地震災害義援金〉
コレット商事（有）取締役　岩瀬秀子
お客様215名　様

〈平成29年九州北部地方大雨災害義援金〉
コレット商事（有）取締役　岩瀬秀子
お客様215名　様

〈平成30年7月豪雨災害義援金〉
コレット商事（有）取締役　岩瀬秀子
お客様215名　様

〈北海道胆振東部地震災害義援金〉
コレット商事（有）取締役　岩瀬秀子
お客様　215名　様

　「2020東京オリンピック・パラリン
ピックに向けた取組について」

　生徒との発表・意見交換
場所
　千葉県立長生特別支援学校
　（一宮町東浪見6767番地7）
問合せ　☎0475－42－2470

お詫びと訂正

　 広 報 お お た き 1 0 月 号 （ №
613）25ページ、有料広告「木
の駅プロジェクト」に関する記
事の一部に誤りがございました
ので、訂正してお詫びいたしま
す。
●訂正箇所
　「登録会+安全講習会」の開催

日時

　（正）11月1日（金）
　（誤）9月27日（金）
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千葉県立長生特別支援学校
後期学校公開・学校を核とした

県内1000カ所ミニ集会

日時　11月22日（金）
　「学校公開」　9時20分～12時
　本校の概要説明・施設設備や授

業の様子の参観
　「ミニ集会」　11時～12時30分
　基調提案　一宮町オリンピック

推進課　井出 正志　主幹

町民カレッジ参加者募集
「プリザーブドフラワー講座」

令和２年度
千葉県生涯大学校学生募集

労災職業病
なんでも相談会

 福祉のしごと　isumiで働こう！
 「夷隅地域　福祉施設・事業所

合同就職説明会」

日時　11月17日（日）　
　　　13時30分～
場所　中央公民館２階　ロビー
講師　フラワーコーディネータ
　　　志関 二三代　先生
対象　町内在住 ・在勤の成人

の方
定員　20名
参加費　1人2,500円（材料費）
申込み・問合せ
　中央公民館　☎82－3188

応募条件
　健康、仲間づくり、社会参加に

興味のある千葉県在住の方で、
原則として60歳以上の方

募集期間
　 11月8日（金）～12月27日（金）
願書配布場所
　生涯大学校各学園、各市町村

高齢者福祉担当課、各地域振
興事務所、県庁高齢者福祉課

　千葉労災職業病対策連絡会で
は下記の日程で労災制度等に関す
る無料相談会を開催します。
日時　11月30日（土）
　　　13時～16時
会場　千葉市中央コミュニティセ

ンター
対応者　弁護士、労働安全衛生

管理者、ソーシャルワーカー等
問合せ　千葉中央法律事務所
　　　　☎043－225－4567

日時　11月9日（土）

※郵送希望者は、140円切手を
貼った返信用封筒（角２）を同
封し、下記へ郵送

問合せ
　千葉県生涯大学校事務局
　☎043－266－4705
※県庁ホームページからも入手で

きます。

　　　9時30分～13時
会場　大原文化センター
主催　千葉県福祉人材確保・定着

夷隅地域推進協議会
参加　福祉のしごとをお探しの方、

転職をお考えの方
　令和2年3月卒業見込みの高校

生・専門・短大・大学生
　福祉の仕事について知りたい

方。
※職場見学・職場体験の相談も可。
　参加費無料、履歴書不要、服装自

由。
特典　先着50名様にプレゼントあ

ります。
問合せ
　障害者支援施設　ピア宮敷
　（担当：内野）　☎87－9631
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【購入本】
・ことことこーこ　　　　　　　　　　　　　　　　阿川　佐和子（著）
・猫も老人も、役立たずでけっこう。　　　　　　　養老　孟司（著）
・ジャングルのサバイバル　1～10　　　　　　　　 洪　在徹（著）
【寄贈本】
・珈琲店タレーランの事件簿５　　　　　　　　　　岡崎　琢磨（著）
・宝くじで１億円当たった人の末路　　　　　　　　鈴木　信行（著）　
・体の不調は唾液を増やして解消する　　　　　　　森　昭（著）
・なぜ、「これ」は健康にいいのか　　　　　　　　小林　弘幸（著）
・すみっコぐらし　　　　　　　　　　　　　　　　よこみぞ　ゆり（著）
・すみっコぐらしのハンドメイドＢＯＯＫ　　　　　主婦と生活社（出版）
・猫と悪魔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジェイムズ・ジョイス（著）

【寄贈ＣＤ】
・ＤＡＮＳＥ,ＤＡＮＳＥ,ＤＡＮＳＥ！　　　　　　　RICHARD CLAYDERMAN（歌）
・ＨＯＭＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳｅａｎＮｏｒｔｈ（歌）
・90パーセントの恋　　　　　　　　　　　　　　　MOKA（歌）
・CLIMAX J-Ballad Standards　　　　　　　　　 大滝　詠一　他（歌）

庭
石
を
お
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し
萩
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空
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入
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小
泉
　
多
香
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前ま
え
や
ま山
の
寄
せ
墓
の
上
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
井
守
　
千
鶴
子

秋
の
陽ひ

の
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め
に
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せ
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蔵
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ろ
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と
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猫
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パ
ン
チ
好
敵
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平
本
　
正
子

喜
寿
を
越
え
惚
け
防
止
に
と
始
め
た
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短
歌
の
学
び
十
三
年
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
芳
子

や
う
や
く
に
涼
し
く
な
り
た
る
こ
の
夕
べ

　
草
取
り
終
へ
し
庭
に
月
照
る
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
美
与
子

夏
の
日
を
あ
ま
ね
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受
け
つ
つ
淡
紅
の

　
芙
蓉
わ
が
庭
に
次
々
と
咲
く
　
　
　
　
　
　
池
田
　
せ
つ
子

百
歳
の
母
の
作
り
し
折
り
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を

　
い
ま
も
吊
る
せ
り
陽
の
さ
す
部
屋
に
　
　
　
磯
野
　
芳
枝
　

こ
の
駅
よ
り
遠
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パ
リ
ま
で
半
月
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旅
せ
し
晶
子
の
歌
碑
に
ま
み
え
む
　
　
　
　
小
川
　
美
恵
子

11月のスケジュール
■おはなし会（子供向け）
　日時　１１月１７日　日曜日
　　　　１０：３０～
　場所　研修室
　内容　・ふゆじたくのおみせ
　　　　・ぼくだんごむし
　　　　・ねぇだっこして
　　　　・にんじんだいこんごぼう
　　　　・工作　

■図書リサイクルコーナー
　１１月３日文化の日に、公民館の行事

に合わせ図書館で、図書のリサイクル
コーナーを行います。図書館で廃棄す
る図書や提供いただいた不要図書を無
料でお譲りします。掘り出し物が見つ
かるかもしれないので、ぜひお越しく
ださい。

■１１月の休館日
　５日、１１日、１８日、２５日

・落花狼藉　　　　　　　　　　　　朝井　まかて（著）
・絶声　　　　　　　　　　　　　　下村　敦史（著）
・マジカルグランマ　　　　　　　　柚木　麻子（著）
・すみっコぐらしナゾトレいっぱい　学研プラス（出版）
・パンツ理論　　　　　　　　　　　津田　直美（著）

　11月3日は文化の日。
図書館でリサイクルコーナー

をやってるよ！

本だな
大多喜図書館天賞文庫だより

☎82－2459
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11月
霜
しもつき

月
November

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 金 （可燃）

2 土

3 日

文化の日

図書リサイクルコーナー 図書館研修室 10:00～

第35回大多喜町文化祭 中央公民館 10:00～

4 月 振替休日

5 火 出前保育 上瀑ふれあいセンター 10:00～11:00 （ペット）

6 水
リズムウォーキング B&G体育館 14:00～

（可燃）
農業委員会総会 役場第3会議室 14:00～

7 木 （紙類・衣類）

8 金 （可燃）

9 土
‘19産業フェアーinおおたき たけゆらの里 9:00～14:00

ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

10 日 （休日受付）

11 月 心配ごと相談（日常生活上の
相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

12 火 出前保育 味の研修館 10:00～11:00 （ペット）

13 水 リズムウォーキング B&G体育館 14:00～ （可燃）

14 木 リトミックで遊ぼう♪ みつば保育園 9:30～11:00 （缶類）

15 金 （可燃）

16 土

17 日
おはなし会 図書館 10:30～

子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

18 月
心配ごと相談（結婚相談、人権
相談、行政相談、年金相談、労
災、雇用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00 （可燃）

19 火 トットくらぶ 各保育園 9:30～11:00 （ペット）

20 水
リズムウォーキング B&G体育館 14:00～

（可燃）
おもいやりの会(総元地区） 福祉センター 12:00～

21 木 （不燃）

22 金 ぬくもり給食会 福祉センター 11:30～ （可燃）

23 土
勤労感謝の日

ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

24 日 （農機具受付）
9:00～12:00

25 月 心配ごと相談（日常生活上の
相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

26 火 （ペット）

27 水 リズムウォーキング B&G体育館 14:00～ （可燃）

28 木 （びん）

29 金 （可燃）

30 土

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

人口と世帯
令和元年10月１日現在

人　口 ９, ０１０人（＋　４）
男 ４, ３９３人（＋　７）
女 ４, ６１７人（－　３）

世帯数 ３, ８１７世帯（＋　７）
（　）は、前月比

慶　弔（9月届）
出　生 １人
死　亡 １１人

転出入（9月届）
転　入 ２７人
転　出 １３人

交通事故発生状況

発生件数 ３件（２２）
死 者 数 ０人（　０）
傷 者 数 ４人（３７）

９月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 ０件（　　１）

救急件数 ４０８件（　４５）

内訳
６件（　３０）

１７件（２４２）
 ２２件（１３６）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 ( ９月中)

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120-143-251
（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など
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（令和元年8月30日開会）

令和元年第２回夷隅郡市広域市町村圏事務組合
議会定例会議決結果

議案番号 件　　　　　名 議決結果

議　案
第１号

専決処分の承認を求めることについて

可　決千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村
総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について、専決処分
したのでこれを報告し、承認を求めようとするもの。

議　案
第２号

夷隅郡市広域市町村圏事務組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
不正競争防止法等の一部を改正する法律及び住宅用防災機器の設置及び維持に関
する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令の公布に伴い、
特定小規模施設用自動火災報知設備を設置した場合における住宅用防災警報器等
の設置の免除に関する基準を定めるなど、所要の改正を行うもの。

議　案
第３号

夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について
可　決地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部改正に伴い、消防法の規定に基

づく危険物貯蔵所の設置の許可の申請に係る手数料の額を改定するもの。

議　案
第４号

財産の取得について
可　決車両更新計画に基づき、大多喜分署の災害対応特殊水槽付き消防ポンプ自動車を

更新整備するもの。

議　案
第５号

平成30年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定について
認　定平成30年度一般会計歳入歳出決算（歳入2,127,907,073円、歳出2,003,634,466円）

を認定するもの。

※内容については以下までお問い合わせください。　
問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎86－6600

　戦国時代に種子島に伝わり全国に広まった「火縄銃」は、江戸時代に入り戦乱が収まると「砲術」と
して各流派で平和的に使用されるようになりました。そうした時代の流れとともに変化した「鉄砲」の
歩みについて紹介します。
　講演会やビームライフル体験などの関連事業もあります。詳細は当館ホームページをご覧ください。

日　程　10月25日（金）～12月8日（日）
問合せ　千葉県立中央博物館大多喜城分館　☎82－3007

大多喜城企画展
「鉄砲のあゆみ－火縄銃から回転式拳銃まで－」

管打式銃（スナイドル銃） 短銃
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32
名
の
方
が
傍
聴

　
　
　

９
月
議
会

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

令和元年
6月会議 30名

平成31年
3月会議 26名

平成30年
12月会議 22名

平成30年
9月会議 22名

町民の声が議会活動に
反映されていると思いますか

地域の課題の解決 ２１人

１５人

１４人

９人

５人

３人

３人

２人

町民生活の向上

行政へのチェック
機能の遂行
関係機関への
パイプ役

政策の提言

審議結果の報告

その他

回答なし

十分反映され
ている

ある程度反映
されている

あまり反映
されていない

分からない

３人

７人

１人

２人

１７人

回答なし

（過去の傍聴者数）
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め
の
一
般
質
問
の
仕
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に
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て
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員
時
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験
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ご
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議
会
定
例
会
９
月
会
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を
、
３
日
、
４
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び
13
日

開
催
し
ま
し
た
。
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会
の
傍
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、
３
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で
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32
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方
に
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ま
た
、
傍
聴
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れ
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ア
ン
ケ
ー
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を
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し
、
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名
の
方
か
ら
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を
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き
ま
し
た
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

効
果
的
な
一
般
質
問
の
仕
方
な
ど
を
研
修

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

町議会や議員にどのような活動を期待しますか
（複数回答あり）

考
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今

後
の
議
会
活
動
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令和元年第１回議会定例会

　７月１日開催し、補正予算１件の審議を行い、
原案のとおり可決しました。

（令和元年度一般会計）
町道災害復旧費などを補正(議案第7号）
　町道３路線の災害復旧工事費など1,755万6千
円を追加し、総額を50億4,261万5千円とする一
般会計補正予算を可決しました。

　７月２３日開催し、補正予算１件、財産の取得
１件、発議１件など４件の審議を行い、すべて原
案のとおり可決しました。

小型動力ポンプ付積載車の購入契約を可決
　第２分団第１部第１班（伊保田区、板谷区、市
川区、中野新町区、中野本村区、堀切区）の消防
車両の更新に伴う購入契約を可決しました。
・契約金額　972万円
・契約の相手方　株式会社　千葉トーハツ商会
　　　　　　　  （長生郡一宮町一宮）

（令和元年度一般会計）
橋梁補修工事費などを補正（議案第10号）
　町道弓木西下線、前堀橋の橋げた補修工事費な
ど303万7千円を追加し、総額を50億4,565万2千
円とする一般会計補正予算を可決しました。

（内閣総理大臣をはじめ関係大臣に意見
書を提出）
新たな過疎対策法の制定を要望する意見
書を可決
　過疎地域自立促進特別措置法が令和３年３月末
に失効するため、引き続き過疎対策を充実強化す
るよう意見書を大多喜町議会として提出すること
を可決しました。
　意見書は、7月25日に提出しました。
　　安倍晋三内閣総理大臣、石田真敬総務大臣、
　　麻生太郎財務大臣、𠮷川貴盛農林水産大臣、
　　石井啓一国土交通大臣　あて

９月会議7月会議

7月第２回会議

　９月３日、４日及び１３日の３日間開催し、条
例の一部改正５件・制定1件、補正予算７件、平
成３０年度各会計決算認定及び発議など２１議案
の審議を行い、すべて原案のとおり可決、認定、
同意しました。
　また、選挙管理委員及び補充員の選挙を行い、
指名推薦により当選人を決定しました。
　一般質問は６名の議員が行いました。

固定資産評価審査委員会委員の選任を同意
　渡辺太佳男委員（大戸）の任期が令和元年１０
月３１日満了となることから、後任として磯野勝
廣氏（石神）を選任することに同意しました。

空家等の対策に関する条例を制定　
　適切な管理が行われていない空家等の対策に必
要な事項を定めた条例を制定することを可決しま
した。（令和2年4月1日から施行となります。）

（令和元年度一般会計）
町道災害復旧費などを補正（議案第17号）
　歳入歳出予算の総額に4,011万8千円を追加
し、総額を50億8,577万円とする一般会計補正予
算を可決しました。
（主な補正内容）
・農業用排水路改修工事費　　　　811万8千円
・町道災害復旧費　　　　　　　　810万2千円
・保育園施設改修工事費　　　　　616万円

小・中学校施設補修工事費などを補正
台風15号による被害（議案第29号）　
　歳入歳出予算の総額に828万2千円を追加し、
総額を50億9,405万2千円とする一般会計補正予
算を可決しました。
（主な補正内容）
・消防機械器具置場改修工事補助金　532万7千円
・小中学校施設補修工事費         　  220万円
　
平成３０年度決算を認定
　各会計決算の提案説明のあと、総務文教常任委
員会と福祉経済常任委員会が合同で協議会を開
き、詳細説明を受け、最終日の本会議で認定しま
した。(関連記事　6ページ、7ページ、30ページ)
監査委員の意見
　各会計とも、予算の執行は適法かつ適正に執行
され、係数も正確で決算は適正なものと認めま
す。
　財政健全化及び経営健全化についても、健全化
判断比率、資金不足比率など問題なく、堅実な財
政状況となっています。

　議案の内容や一般質問は、紙面の都合で要約
して掲載しています。
　詳しい内容は、町ホームページや閲覧用会議
録をご覧ください。
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

７月会議
議　案
第７号

令和元年度一般会計補正予算（第２号）……
町道災害復旧工事費など1,755万6千円を追加
し、補正後の予算総額を50億4,261万5千円と
するもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

７月第２回会議

議　案
第８号

千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正す
る規約の制定に関する協議について……香取市
東庄町病院組合が、令和元年8月31日解散とな
ることに伴い、規約から除くことに議会の議
決を求めるもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第９号

財産の取得について……小型動力ポンプ付積
載車の購入契約を締結するため、議会の議決
を求めるもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第10号

令和元年度一般会計補正予算（第３号）……橋
梁補修工事費など303万7千円を追加し、補正後
の予算総額を50億4,565万2千円とするもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発　議
第５号

新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提
出について……過疎地域自立促進特別措置法
が令和3年3月末に失効することから、引き続
き総合的な過疎対策を充実強化するよう、関
係大臣に意見書を提出するもの。	

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９月会議
同　意
第５号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
……現委員の任期満了に伴い、後任の固定資
産評価審査委員会委員を選任するもの。

同意 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第11号

印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい
て……旧氏による印鑑登録が可能となること
を定めるもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第12号

税条例の一部を改正する条例の制定について
……軽自動車税環境性能割の課税免除の特例
を定めるもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第13号

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について……家庭的保育事業等の事業者の要
件緩和等の改正をするもの。

可決 ● 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第14号

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について……認可基準の要
件緩和等により改正をするもの。

可決 ● 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第15号

空家等対策の推進に関する条例の制定につい
て……空家等の適切な管理、対策の推進に関
して必要な事項を定めるもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第16号

水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
定について……指定給水装置工事事業者の指
定の更新に係る手数料を定めるなどの改正を
するもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第17号

令和元年度一般会計補正予算（第４号）……
農業用排水路改修工事費など4,011万8千円を
追加し、補正後の予算総額を50億8,577万円と
するもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議   案
第18号

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）……人事異動に伴う人件費の減な
ど552万9千円を減額し、補正後の予算総額を
13億640万2千円とするもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
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７月第２回会議
報　告
第10号 専決処分の報告について	

道路面にあった段差でオートバイのホイール等に損害を与えた
ことによる、損害賠償の額について議会に報告するもの。
　損害賠償額　2万1,748円

９月会議
報　告
第11号

平成３０年度決算に基づく健全化判断
比率の報告について

健全化判断比率及びその算定となる事項を記載した書類が適正
に作成されているか審査を行った。
審査の結果、いずれも適正に作成されていると認められた。

報　告
第12号

平成３０年度水道事業会計決算に基づ
く資金不足比率の報告について 各事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記

載した書類が適正に作成されているか審査を行った。
審査の結果、いずれも適正に作成されていると認められた。
資金不足は,いずれの会計もありません。

報　告
第13号

平成３０年度特別養護老人ホーム事業
会計決算に基づく資金不足比率の報告
について

報　告

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

議   案
第19号

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号）…
…高額医療合算介護サービス費の増、人事異動に
伴う人件費の減など946万6千円を追加し、補正後
の予算総額を11億8,324万8千円とするもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議   案
第20号

令和元年度水道事業会計補正予算（第１号）…
…人事異動に伴う人件費などの補正。
　事業費用は113万円を減額し、4億8,321万
9千円に、資本的支出は24万6千円を追加し、
11億2,989万6千円とするもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議   案
第21号

令和元年度特別養護老人ホーム事業会計補正予算
（第１号）……人事異動に伴う人件費などの補正。
　事業費用を375万2千円減額し、2億7,849万
8千円とするもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第22号 平成３０年度一般会計決算認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第23号

平成３０年度鉄道経営対策事業基金特別会計決
算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第24号

平成３０年度国民健康保険特別会計決算認定に
ついて 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第25号

平成３０年度後期高齢者医療特別会計決算認定
について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第26号 平成３０年度介護保険特別会計決算認定について 認定 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第27号 平成３０年度水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議　案
第28号

平成３０年度特別養護老人ホーム事業会計決算
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

選挙管理委員及び補充員の選挙について……任
期満了に伴い、選挙管理委員会委員及び補充
員を選挙するもの。
　関連記事５ページ

議　案
第29号

令和元年度一般会計補正予算（第５号）……台
風15号による災害対応の人件費など828万2千
円を追加し、補正後の予算総額を50億9,405万
2千円とするもの。

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議   案
第30号

令和元年度水道事業会計補正予算（第２号）…
…台風15号による災害対応のための人件費な
どの補正。
　事業費用に190万8千円を追加し、補正後の
予算総額を4億8,512万7千円とするもの。

可決 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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議案第１４号　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

□０歳児から２歳児の卒園後、３歳以降の保証
がなくても良いというのは、また保育園探し
をしなくてはならない。安直に認定してはな
らない問題。

反　対 賛　成
〇賛成討論はありませんでした。

討論 討論とは…採決の前に、議題となっている議案に対して反対か
　　　　　賛成か自己の意見を表明することをいいます。
反対、賛成討論とも紙面の都合で要旨を掲載しています。

□低賃金が主な理由。保育士・保育所の不足を
質の低下で確保しようとしてる。
　子どもの安全性が確保されない施設を量産し
ようとしている。

〇賛成討論はありませんでした。

議案第１３号　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

反　対 賛　成

議案第２２号　平成３０年度一般会計歳入歳出決算

□観光まちづくり推進事業の計画の大幅縮小で
の認定は難しい。
□住民を潤す目先の補助金に惑わされない事業
をしてほしい。

〇観光によって人口が増加し、地域の活性化、
定住化に少しでも継げられるものがあると考
えられる。

〇限られた財源を、バランス良く各施策に基づ
き事業展開した執行部の努力を評価する。

反　対 賛　成

議案第２４号　平成３０年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

□料金設定を安くすべき。町からの法定外繰入
を復活し、国保税への不安、不満を解消すべ
き。

〇年々、自己財源の確保が困難になってきてい
る。保険税率、医療費の抑制のため、積極的
に検診、保健事業に取り組んでいる。

反　対 賛　成

議案第２６号　平成３０年度介護保険特別会計歳入歳出決算

□職員の業務執行については不安なし。保険料
滞納の理由としてあげられた制度への不満と
憤り。

〇制度導入当初の予測を大幅に上回る社会情勢
や環境の変化の中、各種サポーター制度な
ど、給付の抑制と安心して住み続けられる町
づくりに努めている。

反　対 賛　成

議案第２８号　平成３０年度特別養護老人ホーム事業会計決算

□反対討論はありませんでした。 〇外国人人材の受け入れや光熱費等の施設の経
費節減に取り組み、施設の必要性と経営改善
に努力が見られる。

反　対 賛　成
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〇保育園管理運営事業
〇介護保険事業
〇障害者福祉事業
〇児童クラブ運
　営事業　

〇消防団運営事業
〇常備消防負担事業
〇消防機械器具整備事業

〇商業振興事業
〇観光振興事業
〇観光施設管理事業
○観光まちづくり推進事業

〇町債元金利子償還

〇ふるさと納税事業
〇公共交通政策事業
〇地域公共交通対策事業
〇定住化対策事業

〇有害鳥獣対策事業
〇多面的機能支払交付金
　事業
〇味の研修館管
　理運営事業

〇道路橋梁災害復旧事業
〇農業施設災害復旧事業

〇各種検診、予防接種事業
〇環境センター運営事業
〇斎場管理運営事業
〇健康増進事業
　

〇国土調査事業
〇町道維持管理・改良事業
〇住宅建設事業

〇議員人件費
〇議会運営事業

〇小中学校管理事業
〇公民館管理運営事業
〇海洋センター、給食セ
　ンター管理運営事業

民生費

消防費 商工費

公債費

総務費

農林水産業費

災害復旧費

衛生費

土木費

議会費

教育費

136,636円（２４.１％）

（１０.６％）

（６.２％）

（２１.４％）

（８.９％）

（４.０％）

（１１.４％）

（８.８％）

（２.７％）

（１.５％） （０.４％）

35,187円 15,046円

50,712円

121,532円

22,710円

2,022円

50,194円

64,853円

8,422円

60,340円

町民１人当たりの計算は、
平成31年3月31日現在の人口
…9,065人

各科目とも主な事業を
掲載しています。

町民１人当たり  ５６７,６５４円 使いました。

平成３０年度一般会計決算
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町　政　を　問　う
 一 般 質 問（ ９ 月 会 議 ）

９月３日
質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ

生
そう

　　 剛
たけし

１．町史編さんの意義等について

野
の な か

中　眞
ま ゆ み

弓
１．小学校の英語の教科化について
２．学童保育について

山
や ま だ

田　久
ひ さ こ

子
１．有害鳥獣対策（猿、キョン）の取り組みについて 
２．トイレ利用に関する町営駐車場の使用方法と使用料の減免について
３．大多喜町外出支援事業の利用回数と利用対象者の拡充について

渡
わたなべ

辺　泰
やすのぶ

宣 １．品川行きの高速バスについて

志
し せ き

関武
む ら お

良夫
１．人口減少について
２．執行部の企画提案について

根
ね も と

本　年
と し お

生 １．少子高齢化が進む１０年後、２０年後の集落（行政区）のあり方について

　一般質問は町政全般について、希望する議員が行うもので、制限時間は1時間以内です。
質問の順番は受付順となっています。
　質問、答弁の概要を32ページから36ページに掲載してありますが、質問、答弁時間が40分程度
の場合は1/2ページ掲載としています。
　紙面の都合で一部掲載順を変更してあります。

次回の議会定例会は１２月３日（火）午前１０時から
開会する予定です。

どなたでも傍聴できます。
傍聴を希望される方は
議会事務局までお越しください。
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問問

問問

問

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
　
長

問問

麻生　剛　議員

問　町史発行の意義と見解について
答　追録、増補版などの編さんは、今後の課題としたい

私
達
の
郷
土
を
知
る
事
に

よ
っ
て
、
故
郷
の
成
立
や

人
と
な
り
を
知
る
。
一
冊
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
大
多
喜
町
史
の
感
想
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

大
多
喜
町
史

に
つ
い
て

は
、
１
，
６
０
０
ペ
ー
ジ
に
及

ぶ
貴
重
な
文
献
と
考
え
ま
す
。

　

町
の
史
実
を
解
り
や
す
く
一

冊
に
ま
と
め
あ
げ
、
郷
土
を
知

る
上
で
最
も
重
要
な
文
献
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
検
証
す
る
事
は
、

伝
統
文
化
の
伝
承
と
共

に
、
未
来
へ
の
提
言
の
意
味
あ
い

が
あ
る
。
町
史
発
行
の
意
義
と
見

解
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

現
在
の
町
史

は
、
９
年
余

り
の
歳
月
を
費
や
し
、
平
成
２

年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

発
行
後
の
追
録
や
増
補
版
な

ど
を
編
さ
ん
す
る
計
画
は
現
在

あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
が
終
わ

り
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
関

係
課
と
検
証
を
行
い
、
今
後
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

町
史
発
行
に
あ
た
り
、
今

後
は
見
落
し
た
人
物
像
や

時
代
背
景
に
迫
り
、
故
郷
の
当
時

の
状
況
が
よ
み
が
え
る
よ
う
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

町
史
の
あ
と

が
き
に
は
、

「
今
回
の
町
史
を
礎
と
し
て
補

完
さ
れ
る
事
を
望
む
」
と
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
編
さ
ん
す
る
際
に
は
、

増
補
部
分
に
つ
い
て
も
十
分
検

証
し
て
い
き
た
い
。

町
史
発
行
は
、
時
代
を
生

き
抜
い
た
住
民
の
方
々
の

生
の
証
言
こ
そ
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
い
か
が
か
伺
い
た
い
。

町
史
を
編
さ

ん
す
る
上

で
、
町
民
の
方
々
の
意
見
や
体

験
談
な
ど
貴
重
な
資
料
を
活
か

す
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
町
史
等
の
発
行
に
あ

た
り
、
広
く
住
民
に
資
料
の
提

供
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
歴
史

的
資
料
を
は
じ
め
、
町
民
の
生

の
声
な
ど
の
資
料
を
収
集
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

歴
史
を
知
る
事
、
学
ぶ
事

に
よ
っ
て
、
明
日
の
未
来

を
創
造
す
る
事
、
明
日
の
明
る
い

未
来
を
創
る
事
は
で
き
る
。

　
歴
史
感
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

歴
史
は
史
実
に
基
づ

く
も
の
。
町
史
編
さ

ん
に
つ
い
て
も
、
か
か
わ
っ
た
皆

さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
資
料
を
集
め

な
が
ら
創
っ
て
き
た
も
の
。

　

史
実
は
し
っ
か
り
残
す
こ
と
、

記
録
に
残
す
こ
と
が
大
切
。

　

多
く
の
方
の
証
言
や
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
正
し
く

残
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

大
多
喜
町
史
と
は
・
・
・

　

町
の
自
然
環
境
か
ら
原

始
・
古
代
、
近
世
、
近
代
、

現
代
ま
で
の
政
治
、
経
済
、

文
化
な
ど
全
般
に
わ
た
り
記

述
し
た
も
の
で
す
。

　

Ａ
５
版
の
モ
ノ
ク
ロ

問
合
せ

　

大
多
喜
図
書
館
天
賞
文
庫

　

☎
82

−

２
４
５
９
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問

問問

問

問 問教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

問　小学校の英語、来年からついていけますか
答　支援アドバイザーの配置や教員等の資質向上
　　を図っていきたい

学
童
保
育
に
つ
い
て

小
学
校
の
英
語
活
動
が

来
年
４
月
か
ら
正
式
の
教

科
に
な
る
。ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
簡
明
な
説
明
を
求
め
る
。

新
学
習
指
導
要

領
で
の
英
語
教

育
は
、
５
・
６
年
生
が
70
時
間

（
週
２
回
）
の
英
語
教
科
と
し

て
実
施
さ
れ
る
た
め
、
外
国
語

活
動
の
「
聞
く
」
、
「
話
す
」

に
、
「
読
む
」
、
「
書
く
」
が

加
わ
り
、
通
知
表
に
も
評
価
が

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
３
・
４
年
生
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

　

英
語
の
教
科
化
に
不
安
を

抱
く
専
門
家
、関
係
者
は

少
な
く
な
い
。町
教
育
委
員
会
と

し
て
、ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

小
学
校
の
教
員

は
、
英
語
科
の
学

習
を
前
提
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
指
導
案
の
書
き
方
や

評
価
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
を
英
語
嫌

い
に
さ
せ
な
い
か
な
ど
、
大
半

の
教
員
が
英
語
教
育
の
指
導
に

不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
英
語
を
数
値
と
し
て
評
価

さ
れ
る
こ
と
で
、
小
学
校
高
学

年
の
段
階
で
苦
手
意
識
を
持
つ

児
童
が
増
え
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
学

べ
る
よ
う
、英
語
の
専
科

教
員
を
配
置
し
た
り
、ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
外
国
人
講
師
と
の
連
携
・

研
修
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

２
年
前
か
ら
配
置

し
て
い
る
英
語

教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
も
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
年
間
計
画

の
作
成
や
授
業
の
指
導
・
助

言
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
講
師
）

及
び
小
中
学
校
教
員
等
と
の
研

修
会
の
開
催
な
ど
行
い
、
教
員

の
資
質
向
上
を
図
っ
て
行
き
た

い
。

来
年
４
月
か
ら
学
童
保

育
指
導
員
の
定
数
や
資
格

を
町
の
判
断
で
決
め
ら
れ
る
。子

ど
も
の
安
全
の
た
め
、現
状
を
堅

持
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
行
の
条
例
で

は
、
子
ど
も
が
概

ね
40
人
以
下
の
場
合
、
２
人
以

上
の
支
援
員
、
ま
た
は
、
支
援

員
１
名
と
補
助
員
１
名
を
置
く

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
を
最
低
基
準
と
し

て
と
ら
え
、
現
行
よ
り
も
支
援

員
の
人
数
を
減
ら
す
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

学
童
保
育
は
、空
校
舎
や

空
教
室
を
利
用
し
て
い
て

も
、子
ど
も
に
は
生
活
・
く
つ
ろ
ぎ

の
場
で
あ
る
。冷
房
や
ロ
ッ
カ
ー

等
を
整
え
、心
地
よ
い
場
所
作
り

を
求
め
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
つ
く

し
は
、
夏
休
み
期

間
中
だ
け
人
数
が
増
え
て
い
る

た
め
、
家
庭
科
室
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
普
通
教
室
す
べ
て
に

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

野中　眞弓　議員

か
ら
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
空

い
て
い
る
教
室
を
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
有
効
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
も
、
空

い
て
い
る
教
室
を
活
用
し
、
対

応
し
て
い
ま
す
。

条
例
に
は
、学
童
保
育
利

用
料
の
減
額
免
除
が
織
り

込
ま
れ
て
い
る
。保
育
料
に
準
じ

て
減
免
制
度
を
充
実
さ
せ
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
入
所
料
は
、
生

活
保
護
法
の
規
定
を
受
け
て
い

る
世
帯
及
び
そ
の
他
町
長
が
必

要
と
認
め
た
世
帯
は
減
免
で
き

る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

減
免
の
項
目
を
増
や
す
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
減
免

に
つ
い
て
の
周
知
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
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問

問

問問

問

問

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
　
長

問　城下駐車場トイレ利用者の駐車料金を配慮してはどうか
答　配慮する方向で協議を進めていきたい

山田　久子　議員

有
害
鳥
獣（
猿
）対
策
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い

る
城
下
駐
車
場
は
、
現
在

有
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
ト
イ
レ

利
用
者
へ
の
駐
車
場
使
用
料
の
配

慮
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
た
の
か
。

駐
車
場
の
利

用
時
間
が
30

分
或
い
は
１
時
間
を
無
料
と
す
る

こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
無
料

時
間
内
で
の
利
用
を
と
、
お
城
へ

の
入
館
者
等
に
影
響
が
出
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
条
例
で
は
無
料
時

間
の
設
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
の
維
持
管
理
費
は

町
が
負
担
し
て
お
り
、
駐

車
料
金
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ト

イ
レ
利
用
者
へ
利
用
方
法
や
使
用

料
に
配
慮
を
し
て
も
良
い
と
考
え

る
が
。

利
用
料
金

は
、
条
例
で

定
め
る
額
を
上
限
に
、
町
長
の
承

諾
を
得
て
指
定
管
理
者
が
定
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
城
下
駐
車
場

利
用
料
金
は
、
条
例
で
は
５
０
０

円
の
と
こ
ろ
、
２
０
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
間
違
っ
て
利
用
さ
れ
た

場
合
な
ど
を
想
定
し
、
５
分
間
は

無
料
と
し
て
い
ま
す
。

十
分
協
議
し
て
、
ト

イ
レ
利
用
者
へ
の
時

間
は
考
慮
し
て
い
き
た
い
。　

　

　
　
　
　
　

キ
ョ
ン
・
猿
の
被
害
の
拡

大
を
嘆
く
お
声
が
あ
る
。

本
年
度
、
新
し
く
盛
り
込
ん
だ
猿

対
策
事
業
の
現
状
と
課
題
、
将
来

的
な
対
策
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

例
年
実
施
し

て
い
る
猟
友

会
に
よ
る
捕
獲
及
び
パ
ト
ロ
ー
ル

に
加
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
に
よ
り
猿

の
群
れ
の
行
動
域
調
査
を
行
い
、

一
度
に
複
数
の
猿
を
捕
獲
で
き
る

大
型
の
檻お
り

を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
効
果
が
あ
れ
ば
数
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
に
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実

施
し
た
猿
の
生
息
域
調
査
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
、
今
後
役

立
て
て
い
く
考
え
で
い
る
の
か
。

平
成
29
年
11

月
に
千
葉
県

が
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
と
し
て
把
握
し
て
お

り
、
出
没
状
況
が
分
か
る
の
で
、

大
型
の
檻
を
設
置
す
る
際
の
参
考

と
し
た
い
。
有
害
鳥
獣
対
策
に

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
は
大
切

で
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
対
策
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
の
利

用
回
数
は
、
月
８
回
と

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
回
数
の
拡

充
や
ご
近
所
の
登
録
者
と
の
同
乗

利
用
は
で
き
な
い
も
の
か
。

平
成
30
年
度

外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方
の
９
割

が
年
間
60
回
以
内
の
利
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
現
在
の
利
用
回
数
で

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
ご
近
所
の
方
と
の

同
乗
は
、
道
路
運
送
法
で
認
め
ら

れ
て
い
な
い
行
為
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
現
状
で
は
利
用

で
き
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

町
外
医
療
機
関
に
通
院
す

る
時
は
、
運
転
者
が
75
歳

以
上
の
場
合
、
免
許
証
を
保
持
し

て
い
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
対

象
者
の
拡
充
が
で
き
な
い
も
の

か
。

外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス

は
、
在
宅
の
高
齢
者
及
び
障
害
者

の
利
便
性
の
向
上
、
家
族
介
護
者

の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

目
的
の
趣
旨
と
は
か
け
離
れ
る

た
め
、
利
用
拡
大
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て
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問問

問問

問

問

総
務
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

財
政
課
長

問　集落の活性化に軸足を置いた政策を行う必要がある
答　実効性をもって事業を進めることが重要

根本　年生　議員

10
年
、
20
年
後
の
各
集
落

は
少
子
高
齢
化
、
世
帯
数

の
減
少
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
対
策

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

人
口
推
計
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は

８
，
０
０
５
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
推
計
の
と
お

り
推
移
す
る
と
す
れ
ば
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
現
在
よ
り
厳

し
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
定
住
・
移
住
対

策
、
生
活
環
境
・
生
活
基
盤
の
整

備
、
教
育
等
の
各
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
伴
い
、
地
方

財
政
の
悪
化
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
中
長
期
財
政
計
画
や
主
要

施
策
の
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作
成

も
必
要
で
は
な
い
か
。

財
政
計
画
に
代
る

も
の
と
し
て
、
第

３
次
総
合
計
画
期
間
中
の
経
常

的
・
投
資
的
経
費
や
各
施
策
の
総

事
業
費
な
ど
財
政
収
支
の
想
定
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
財
政
計
画
は
、
国
の
政

策
や
著
し
い
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
、
不
確
定
要
素
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
作
成
す
る
方
向
で

考
え
て
い
き
た
い
。

　

事
業
評
価
シ
ー
ト
は
、
毎
年
総

合
計
画
（
実
施
計
画
）
の
事
業
や

主
要
事
業
等
に
つ
い
て
評
価
実
施

時
に
、
作
成
・
活
用
し
て
い
ま

す
。

空
き
家
問
題
は
早
急
に
そ

の
対
策
を
講
じ
る
と
の
答

弁
が
再
三
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

条
例
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、

「
大
多
喜
町
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
を
９
月
議
会
に

上
程
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

以
前
行
な
っ
て
い
た
農
業

体
験
型
都
市
農
村
交
流
事

業
、
移
住
者
懇
談
会
を
定
期
的
に

開
催
す
べ
き
と
思
う
が
。

移
住
者
懇
談
会

は
、
平
成
28
年
１

月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
開
催
し
て
以

降
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

移
住
に
際
し
て
、
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
は
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
移
住
相
談
会
の
開

催
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
問
い
合
わ

せ
の
中
で
、
移
住
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
対
応
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
　
　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
低

下
も
心
配
で
あ
る
。
そ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
対
策
は
進

ん
で
い
る
の
か
。第

３
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
各
種
の

施
策
や
事
業
を
進
め
、
集
落
機
能

の
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
集
会
施
設
の
新

築
や
改
修
の
経
費
助
成
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用
備
品
等
の
助

成
、
町
づ
く
り
提
言
事
業
の
助
成

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
考

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
に
つ
い

て
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
施

策
や
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き

た
い
。

「
集
落
振
興
支
援
条
例
」

を
制
定
し
、
行
政
と
地
域

住
民
が
集
落
の
将
来
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
そ
の
活
性
化
を
図
る
事

が
重
要
で
は
な
い
か
。

行
政
と
地
域
住
民

が
一
体
と
な
り
、

集
落
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
現
状
で
の
事
務
事

業
の
推
進
体
制
の
中
で
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
、
い
か
に
実
効
性
を
も
っ
て
進

め
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
現
状
で
は
条
例
の
制
定
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
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問

問

問

問問

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

町
　
長

町
　
長

出生 死亡
平成
30年 35 194
平成
29年 42 163
平成
28年 35 145
平成
27年 59 175
自然動態の推移（人）

高
速
バ
ス
の
品
川

方
面
の
利
用
状
況

及
び
通
勤
通
学
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

利
用
者
の
状

況
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

　
　
　

１
３
，
１
４
８
人

平
成
29
年
度

　
　
　

１
８
，
９
１
２
人

平
成
30
年
度

　
　
　

２
１
，
５
３
５
人

　

平
成
30
年
度
の
通
勤
通

学
の
補
助
実
績
は
、
定
期

券
補
助
３
人
、
割
引
回
数

人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な

い
。
ど
こ
に
原
因
が
あ
る

の
か
、
若
い
人
達
が
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
な
け
れ
ば
解
決
の
道
は

厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

平
成
27
年
度

以
降
の
各
年

度
の
転
入
転
出
に
つ
い
て

は
、
平
均
し
て
50
人
位
転

出
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

転
出
さ
れ
る
方
の
約
半
数

は
職
場
の
都
合
に
よ
る
も

渡辺　泰宣　議員

志関　武良夫　議員

事
業
計
画
の
策
定
方

法
に
つ
い
て

券
の
販
売
77
人
（
１
５
２

冊
）
と
な
り
ま
す
。

高
速
バ
ス
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、

民
間
業
者
の
企
画
が
あ
る

そ
う
で
す
か
、内
容
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

品
川
方
面
か

ら
は
、
養
老

渓
谷
の
紅
葉
狩
り
、
日
帰

り
温
泉
、
大
多
喜
城
見
学

ツ
ア
ー
、
勝
浦
ビ
ッ
グ
ひ

な
ま
つ
り
見
学
等
の
企
画

が
あ
り
ま
す
。

　

大
多
喜
か
ら
は
、
演
劇

鑑
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や

旅
行
ツ
ア
ー
等
の
企
画
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
客
増
の
た
め
、

路
線
変
更
、乗
車
場

所
の
変
更
の
考
え
は
あ
る
の

か
。ま
た
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
29
年
４

月
か
ら
大
多

喜
駅
ま
で
の
延
伸
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
ま
で
の
延
伸
に

つ
い
て
は
、
停
留
所
や
回

転
場
所
の
問
題
、
運
行
経

費
の
増
加
、
現
在
の
運
行

ダ
イ
ヤ
へ
の
影
響
な
ど
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
も

利
用
状
況
に
よ
り
判
断
し

て
い
き
た
い
。

　

オ
リ
ブ
駐
車
場
付
近
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い

て
は
、
計
画
を
中
止
し
ま

し
た
が
、
品
川
便
と
東
京

便
の
高
速
バ
ス
が
、
同
じ

場
所
で
乗
車
で
き
る
よ
う

な
場
所
に
つ
い
て
、
利
用

状
況
や
利
用
者
の
ご
意
見

な
ど
を
考
慮
し
判
断
し
て

い
き
た
い
。

問
　
若
い
人
達
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

答　

企
業
誘
致
や
住
宅
政
策
な
ど
重
要
と
考
え
ま
す

問
　
品
川
行
き
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
計
画
に
つ
い
て

答　

利
用
状
況
や
意
見
な
ど
を
考
慮
し
判
断
し
た
い

事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、多
く
が
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
委
託

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、執
行
部
と
議
会
が
汗
を

流
し
、議
論
を
進
め
る
こ
と

で
、費
用
を
か
け
ず
事
業
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
。

時
間
的
な
問

題
な
ど
も
あ

る
の
で
委
託
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
自

分
達
で
内
容
を
知
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
。

　

今
後
の
町
づ
く
り
に
生

き
て
く
る
の
で
、
ご
指
摘

の
と
お
り
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
き
た
い
。

の
で
す
。

　

第
３
次
総
合
計
画
の
中

で
も
主
要
施
策
と
し
て
掲

げ
て
い
る
、
町
内
企
業
の

支
援
や
、
企
業
誘
致
、
住

宅
政
策
は
大
変
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。人

口
減
少
の

大
き
な
要
因

は
自
然
動
態
。
出
生
と
亡

く
な
ら
れ
る
方
の
差
が
大

き
い
。
社
会
動
態
は
徐
々

に
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
。

　

原
因
を
一
つ
一
つ
詰
め

な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
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議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその後
どうなったのか・・・対応を追跡します。

追跡追跡 あの質問どうなったの？

編集後記
　町議会では、傍聴にお越しいただいた方々から、議会に関するご意見、ご感想をアンケー
ト方式によりお聞きしています。
　議会の活性化のために是非とも皆さまのご意見、ご感想をお聞かせいただけると大変助か
ります。
　今後とも「議会だより」を通じて、住民との結びつきを強め、住民の意見を議会だよりの
編集や議会活動に反映させていきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。

議会報編集委員会

議会だよりの読後感想など皆さまからのご意見をお待ちしています。
大多喜町議会報編集委員会　〒２９８－０２９２　大多喜町大多喜９３番地
　☎０４７０－８２－２１８２（大多喜町議会事務局）
 　ＦＡＸ ０４７０－８２－４４６１　Ｅ-mail  gikai@town.otaki.lg.jp

質　問 町道維持管理事業について、人員を充実させる考えは。
（平成２９年９月会議、平成２８年度一般会計決算認定）

答　弁
道路補修等のやり方については、町が直営で行う方法や、場合によっ
ては地域の事業者の皆さんにお願いすることもあると思います。
バランスをうまくとり、対応していかなければいけないが、地域の事
業者の皆さんにお願いする内容については検討していきたい。

その後

町道の維持管理については、大小様々な要望がされています。
舗装等特殊な土木技術を要する作業については、その技術者が少な
くなり、直営では難しくなることが予想されます。
そのため、町道維持管理事業の人員を増加して、直営作業を増加す
ることは難しい状況です。
地元からの要望に関しては、直営で作業すべきものと町内事業者へ
発注するものを適宜判断し、一つでも多くの要望に対応できるよう
努めていきます。
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ギャラリー

満百歳お祝い
　老人の日の記念事業として毎年、満百歳を迎えられる方には、内閣総理
大臣から祝状及び記念品(銀杯)が贈呈されます。大多喜町では今年、８名
の方が該当しました。
　夷隅健康福祉センター長より祝状および記念品(銀杯)が、また飯島町長
からは祝金および祝品が贈られ、ご長寿のお祝いをしました。
　満百歳を迎えられた方をご紹介します。（敬称略）

「秋夕景」
大多喜写真同好会

大久保　幸雄  さん（三又）

市原　ふみさん 市原　まささん 市原　梅子さん

野口　ときさん 野口　綾子さん 猿田　ヨシさん

萱場　のぶさん 渡邉　志げさん
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